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研究成果の概要（和文）：脳損傷後の視空間認知障害は、リハビリテーションや社会復帰の重大な阻害要因とな
る。健常高齢者においても、加齢による視空間認知機能の低下が指摘されている。広い視空間に連続提示される
視覚検索課題を用い、視空間認知能力、視覚探索能力、および視覚探索時の刺激探索パターンについて検討し
た。今回の検討および関連する共同研究で得られた知見より、視覚認知障害とその症状の多様性に関するさらな
る検討の必要性が示唆された。得られた知見を、今後、視覚認知能力が低下した脳損傷例や高齢者の支援、視覚
認知機能の理解、病態や症状の多様性の理解、そして有効な訓練プログラムの立案等に活用したいと考えてい
る。

研究成果の概要（英文）：We examined visual space recognition ability, visual search ability, and 
visual search pattern during visual search tasks by using visual stimuli presented continuously in a
 large space. The findings of related collaborative research also indicated the need to promote 
understanding of visual cognitive impairment and the variety of its symptoms.  In the future, we 
would like to use these knowledge and findings for understanding of pathophysiology of visual space 
cognition, supporting for brain injury cases and elderly people with impaired visual space cognition
 ability, understanding of the variety of symptoms, and planning of effective training programs.

研究分野：複合領域
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳損傷後の視空間認知障害は、リハビリテーションや社会復帰の重大な阻害要因となる。健常高齢者において
も、加齢による視空間認知機能の低下が指摘されている。視空間認知障害の発現メカニズムについてはいまだ解
明はされておらず、有効な訓練手段も見出されていない。視空間認知能力、視覚探索能力等についての検討結果
は、今後、脳損傷例の有効なリハビリテーションの立案、高齢者の視空間認知能力の理解、高齢者の視空間認知
能力に配慮した環境整備等に寄与し得ると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
視空間認知障害の発現メカニズムについては諸説みられるものの、いまだ解明はされておら
ず、有効な訓練手段も見出されていないのが現状である。視空間認知障害は、転倒や打撲など
の要因、またはリハビリテーションや社会復帰の重大な阻害要因となり得る。これまでの視覚
認知障害の検討は、机上に置かれた A4 サイズ程度の紙面に対して、うつむき姿勢で実施され
る検査結果をもとにした検討が主であったが、今回、日常生活場面により近い状況設定下での
検討を行い、脳損傷症例や高齢者の視空間認知能力およびその多様性について検討した。 
 
２．研究の目的 
大脳半球の損傷によって、多様な視覚認知能力障害が出現する可能性がある。例えば、右半
球損傷例では左半側空間無視の出現率が高く、左半球損傷例では軽度の右半側空間無視を呈す
る可能性がある。また、健常高齢者においても、加齢による視覚認知能力の低下が指摘されて
いる。本研究では、広い視空間に連続提示される視覚検索課題を用い、視空間認知能力、視覚
探索能力、および視覚探索時の刺激探索パターンについて検討した。その結果を今後、有効な
リハビリテーションの立案、高齢者の視空間認知能力の把握、そして高齢者の視空間認知能力
に配慮した環境整備等への活用へと発展させることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
広い視空間に連続提示される視覚検索課題を用い、視空間認知能力およびその刺激探索パタ
ーンについて検討した。被験者は、課題呈示用スクリーンの正中から約 2ｍの位置に置かれた
椅子に視線記録装置を装着して座り、超短焦点モデルの液晶プロジェクターに接続されたノー
トパソコンからスクリーンに投射される図形を視覚的に探索し、その形状を口頭で回答した。
言語表出能力に障害がある被験者については、簡素化した反応様式を採用した。視覚探索課題
としては、四角形、星形など親和性の高い容易な図形を用いた。視覚探索課題の成績および刺
激探索パターンを記録し、机上で実施される視覚認知機能検査の検査成績との関係性について
も検討を加えた。 
 
４．研究成果 
これまで継続的に視空間認知機能に関する検討に取り組み、過去、視空間面積の大小により
中心線の偏倚方向が異なる可能性、時計描画課題の針記入時に中心点の上方偏倚を示す異常の
機序、健常人の聴覚的左右弁別能力、半側空間無視症例の広い視空間での視覚課題探索時の頸
部回旋角度、回転課題を用いた視空間認知能力等について報告した。 
 
（1）今回の検討 
今回の視空間認知の検討との関連性の観点から、広い視空間に連続呈示される課題探索時の
視覚認知能力と頸部回旋による刺激探索パターンについて、これまでに得られた知見を含めて
再度検討した。広い視空間で左方の標的を見落とす群は、正中からやや右寄りの角度帯での探
索時間が有意に長く、探索の中心が正中から右方に偏倚していること、正中からやや左の角度
帯での探索が疎かになる傾向があること、特に最左端エリアの空間で見落としが多い低成績群
でこれらの傾向が強いこと、が示された（図１）。この結果は、左半側空間無視症例の探索パタ
ーンおよび探索フレームの右方偏倚を支持するものと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 視覚探索パターン（頸部回旋） 
 
今回の視線記録装置を用いた検討（図２、図３）においては、健常高齢対象群で課題の見落
としや注視点の偏倚等の特異性は認められなかった。本実験の条件設定および使用した課題の
難度であれば、健常高齢対象群は左右方向に広い視空間での視覚探索に適切に対応可能である
ことが示された。失語症を呈する左半球損傷群での検討では、右端の見落としと右方注視の減

 



少傾向を呈する被験者が認められた。脳損傷後の視空間認知障害の出現機序については、近年、
注意方向性仮説が引用されることが多い。左半球損傷例の場合、左右両方向に注意を向ける右
半球の機能に補完され、右視空間での無視症状や見落としが生じにくいとされる。臨床場面で
は、頻度は低いながらも、左半球損傷後に右方無視が疑われる症例がみとめられるが、左半球
損傷例の視空間認知に関する報告は右半球損傷例に比して圧倒的に少ない。今後、今回の検討
を発展的に継続し、左損傷例のデータを蓄積して左損傷例の右方探索および注視傾向に関する
詳細な検討を行うこと、課題の難度等を再調整して健常高齢対象群の視覚認知能力を検討する
こと等を計画している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

図２ 測定 構成図            図３ 実際の測定場面 
 
（2）無視症状とその多様性の検討 
本研究課題では、視覚認知機能低下に伴って出現する症状の多様性にも着目している。その
観点も含めて、以下の共同研究を行った。 
同様の測定手法を用いた検討として、近位空間と遠位空間における半側空間無視症状と視線
走査パターンの差異、および遠位空間での視線走査を促進する方略について、視線記録装置を
用いて検討した。近位空間に比して遠位空間では左方探索の欠落、つまり右方偏倚した刺激探
索パターンが認められた。また、言語指示による注視点の中央部分への補正および左方探索動
作促進の有効性が示唆された。 
視覚以外の感覚モダリティを用いた検討として、脳損傷後の視覚認知機能障害例に対する音
の左右方向判断能力の検討、脳血管障害例の音の方向感検査の検査成績と脳損傷部位との関連
性の検討、健常人及び脳血管障害例における左右方向の音像認識や音像定位能力の検討、聴覚
課題における脳血管障害例の右方向への注意の偏りの検討等を行った。それらの結果から、半
側空間無視症状が、視覚、聴覚という異なった感覚モダリティでは異なる程度に及ぶこと等が
示唆された。また、視線走査からみた高齢者の注意機能の検討、右半球損傷例を対象とした前
方と後方条件での音源定位能力について検討した。 
 
（3）今後の計画  
本研究課題の内容をより発展させるために、今後も継続的に研究に取り組む。今回は実験の
進行予定に変更の必要性が生じたため、引き続き、データの追加、分析等を行い、共同研究者
と多角的に検討を重ね、成果を報告することを計画している。今回の検討から得られた知見を、
視覚認知能力が低下した脳損傷例や高齢者の支援、視覚認知機能の理解、病態や症状の多様性
の理解、そして有効なリハビリテーションプログラムの立案に発展させたいと考えている。 
今回の検討では、視線走査パターンを正確に記録するために、頭頚部の位置を固定するあご
台を使用した。今回の実験環境や使用した器具に関する被験者からの不快感や苦痛の訴えは皆
無であったが、日常生活場面に比して、視線記録装置の装着やあご台の使用により、頭頚部の
可動範囲の制約や違和感が生じることは避けられないことがわかった。これらの問題点を解消
し、日常生活場面に近似した実験環境を設定するために、次回は非接触タイプの視線走査記録
装置を使用したいと考えている。 
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